
働き方の改革「東京モデル」事業　平成24年度上半期の取組状況に関する評価・助言 NTTコミュニケーションズ株式会社

事業名 内容 指定委員会からのコメント

在宅勤務制度の拡大導入
社員の実態に即した多用な働き方を推進しており、特に在宅勤務制度の
利用者が増加している点が評価できる。

リモートワーク等シームレスで柔軟なワークスタ
イルの導入（ネットワーク/リモート環境整備、
ペーパーレスワークの導入検討、ビデオ会議シ
ステムのトライアル導入）　等

ICTを最大限活用し、事業目標である所定外労働時間の削減等、ワークラ
イフバランスの推進につなげている点が評価できる。

評価すべき
優れた点

【取組の分析について】
モバイル端末等機器の整備と労働時間縮減の相関関係をより明確にしてほしい。

【他社への波及について】
通信企業のリーディングカンパニーとして、ICT技術活用による取組推進の事例を他社へ公表し、波及に努めてほしい。

助言・提案等

多様な働
き方実現
事業

指定委員会からのコメント

【目標】

《注釈》

・リモートワーク…モバイル端末等からネットワークを通じて社内の業務システムなどへアクセスす
ることが可能。

・ICT…情報や通信に関する技術の総称。

○所定外労働時間の削減
・平成25年3月末日までに現在の10%削減を目指す
○平日の家族(子ども)とのコミュニケーション時間の増加
・社員調査での回答10%増加(H23.4→H25.3)を目指す

○男性社員の連続1週間以上の育児休業(休暇)取得者数の増加
・15%／年度上昇を目指す
○従業員満足度の向上
・10%向上(H23.4→H25.3)を目指す
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